
内線

附属機関等の名称 道産加工食品高付加価値化検討会議

設置年月日

設置根拠

設置目的

委員構成 １　委員数 12 名

   （うち女性委員）　　 2 名

  　現在委員を委嘱していない場合はその理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　部会等の設置状況

名称 委員数（うち女性委員）

商品開発支援部会 １７名（６名）

新製品開発部会 ０名（０名） 必要の都度委嘱

会議の公開

状況 　公開・一部公開・非公開・未決定の別　 一部公開（部会は非公開）

　公開できない理由（一部公開・非公開の場合）

「附属機関」、「委員会等」の別 委員会等

　道産加工食品付加価値向上促進事業の実施にあたり、道産加工食品の高付加価値化
の可能性等についての検討に加え、より高度な専門的情報、知識、技術等を得るため
に、食品製造業者、生産者、学識経験者等で構成される道産加工食品高付加価値化検
討会議を設置する。

附 属 機 関 等 の 概 要

26-816

（平成２０年４月１日現在）

経済部商工局産業振興課

道産加工食品高付加価値化検討会議設置要領第１条

部会の協議内容が、企業の新製品開発に関わる内容であるため

　検討会議は、次の事項について協議、検討する。
（１）道産加工食品の高付加価値化の可能性に関すること
（２）高付加価値商品開発特定テーマの選定に関すること
（３）事業の具体的な実施に係る基本的総合的な実施方法等に関すること
（４）事業の評価、試作品の販売展開方策等に関すること

＜所掌・協議事項＞

担当部課名　

＜目的＞

平成19年7月9日


